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日時：2017 年 6 月 28 日（水）　 15：30-17：30





























日本語教育研究センター（RCJLE）     2017 年度講演会
日本語教育の高大接続
―日本国内の高校と大学における日本語教育の連続性を考える―
日時：2017 年 10 月 29 日（日）13:00-16:30
場所：ダイアログハウス国際会議室　　　　　　　　　　　　　参加人数：約 40 名
登壇者：内藤満地子氏　川崎由起子氏　The American School In Japan 高等部教諭















あった。その学校は、アメリカの Advanced Placement を導入している The American 
School in Japan、国際バカロレアプログラムを導入している Saint Maur International 
School、一条校の ICU 高校の 3 校であるが、各校のよってたつ教育制度やカリキュラ
ムの共通点や相違点が明らかになった。
本シンポジウムでは、大学側・高校側の教育の目指すもの、カリキュラムの特徴や具
体例を提示しあった結果、受け入れ側の大学、送り出し側の高校の双方が高大接続の重
要性、連携を強める必要性を実感することとなった。
事前登録状況からは 50 名程が参加する予定であったものの、台風が東京上陸当日と
いう悪天候に見舞われ、キャンセルも半数近くに達した一方で、当日参加も少なくなく、
本企画への関心の高さが窺われた。講演会後には登壇者への質問やコメントが多く寄せ
られた他、来場者相互でも情報交換をしたりネットワーキングをしたりしている様子が
見られ、参加者の期待に応えたシンポジウムとなった。
（文責：小澤伊久美）
